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　あがた駅南遺跡（足利市）から出土した、青銅製のやじり（矢の先の部分）です。
　河川の氾濫によって堆積したとみられる土層から出土しました。形の特徴など
から古墳時代前期（1700年前頃）の儀器（儀礼用具）と考えられます。
　全長約5.93㎝。目の当たりにすると小さいですが、やじりに見合う大きさです。
　 令和の今も研ぎ澄まされた光を湛える「イッピン」です。
　　　　　（実際の鏃身の部分の大きさは長さ約3.95㎝・幅約1.67㎝・厚さ0.51㎝・重さ10.78ｇ） 撮影：小川忠博
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○とちぎ発掘イッピン図鑑（１）
○埋蔵文化財センターが実施した発掘調査から
　あがた駅南遺跡（足利市）（２）
　西高椅遺跡（小山市）（３）
　平出城跡（宇都宮市）（６）

○市町が実施した発掘調査から　
　壬生愛宕塚古墳（壬生町）（４）
○大学が実施した発掘調査から
　中根八幡遺跡（栃木市）　國學院大學栃木短期大学（５）
○思い出の遺跡　湯坂 袋状土坑事始め　海老原郁雄（７）
○テーマ展をふりかえる（８）
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　ユネスコの世界無形文化遺産に登録された「和食；日本
人の伝統的な食文化」。この日本の料理の原点は、今から
16,000 年前の縄文土器の誕生までさかのぼります。
　テーマ展では、発掘によって分かった食生活の歴史を紐
解き、私たちの日本食文化がどのように形づくられてきた
かを、模型と出土した土器を使用し、分かりやすくお伝え
する企画展示を行いました。

　ユネスコの世界無形文化遺産に登録された「和食；日本
人の伝統的な食文化」。この日本の料理の原点は、今から
16,000 年前の縄文土器の誕生までさかのぼります。
　テーマ展では、発掘によって分かった食生活の歴史を紐
解き、私たちの日本食文化がどのように形づくられてきた
かを、模型と出土した土器を使用し、分かりやすくお伝え
する企画展示を行いました。

ナベ調理のはじまり▶
縄文時代はナベ料理が中心

◀ナベとしての縄文土器
湯を沸かし食材を煮る道具

カマド、それはコンロの
はじまり▶

５世紀、キッチンは壁ぎわに

◀饗宴用の土器は、もて
なし料理のはじまり
貴族の饗宴が会席料理の原形

」ベナにツタコ「、は裏炉囲
のはじまり▶

12世紀から囲炉裏のナベ生活復活

▲　ポスター・チラシ　　▼　チラシ裏面
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（8）　テーマ展をふりかえる
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墓穴 (東主体部 )と土器

91号墳の朝顔形埴輪
朝顔のような形は「壺」と考えられています 91号墳の円筒埴輪

〈参考〉

　91号墳は約 1550年前の円墳で、径約 33mです

　
　
→

壺
が
と
れ
た
痕

　西高椅遺跡の古墳群　令和元（2019）年度までの３年間で、99基の古墳の
整理作業を行いました。

91 号墳の整理作業から

　91 号墳の埴輪には、筒の形をした「円筒埴輪」と、上の部分
が朝顔のように開く形をした「朝顔形埴輪」があります。埴輪に
含まれる元素の量を調べた結果、田川の上流である宇都宮地域で
作られた可能性があります。

刻んだ記号
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丸
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孔

半
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半円の孔

須恵器の子持壺
　91 号墳で出土しました。
古墳より新しい時期の遺物な
ので、周辺の古墳から流れこ
んだ破片かもしれません。

 こ もちつぼ

おおえやま

　古墳時代前期～中期（1700～1500 年前）
は、この遺跡でもっとも多くの住居跡が作
られた時代です。四角形や長方形の竪穴住
居跡が 78 軒もあったほか、土器やマツリに
使った道具（石製祭具）がまとまって出土
する場所が 120ヶ所以上確認されました。
　掘立柱建物跡は１棟だけで、これは特別
な儀式に使われたものと考えられます。柱
は６本あり、それぞれ一本ずつ大きな四角
い穴の中に据え付けられています。穴の中
には柱の一部らしい木の破片が腐らずに残っていて、この木

を調査したところ樹
種は「桑」と判明し
ました。桑の木は重
くて硬いため加工は
難しいのですが、木
目がきれいでとても
丈夫です。わざわざ
こうした木を選んでいることからみても、この掘立柱建物
があがたの地に暮らした古墳時代人にとっていかに大切　

　 だったかがうかがえますね。

土器や石製祭具はマツリに使われたと考えられます　

　東武鉄道伊勢崎線あがた駅の南側にあります。平成 28（2016）年９月～平成 30（2018）年 3
月まで、工業団地造成にさきがけ、発掘調査を行いました。縄文時代から近世までという、とても
長い期間、人々が暮らした場所だったことがわかりました。

住居跡から出土した台の付いた土器

掘立柱建物跡の柱穴。中央の丸いくぼみの
中に当時の柱の一部が残っています

　

　　　　　　　 　　　  せきせいさいぐ

（２）　埋蔵文化財センターが実施した発掘調査から 埋蔵文化財センターが実施した発掘調査から（３）　

     なか　　　  ね 　　　 はち　　　 まん

あがた駅南遺跡（足利市）
埋蔵文化財センターが実施した発掘調査から

     なか　　　  ね 　　　 はち　　　 まん

西高椅遺跡（小山市）
埋蔵文化財センターが実施した発掘調査から
　　　  にし　　　 たか　　　はし　



山路を登りながら

　國學院大學栃木短期大学と奈良大学は、縄文時代後・晩期（今から 4000～
2000 年前頃）の特徴的な集落形態である「環状盛土遺構」がどのように形成
されたかを探るため、平成 27（2015）年度から、合同で学術発掘調査を実施
しています。
　これまでに湧水池に面した西側斜面で１ｍ以上にもなる盛土を調査してき
ました。ここでは最も下に堆積しているはずの関東ローム層が、縄文時代後期
に堆積した黒色土の上に厚さ30cm以上も盛土された様子を確認しています。中から出土した土器から、
この遺跡の終焉直前の縄文時代晩期中葉（今から 2800 年前頃）に盛土が行われたようです。
　平成 30（2018）年度からは、東側の最も高い部分の発掘を始めました。
　こちら側にも晩期中葉の関東ローム層の盛土がみられると予想していたのですが、発掘を始めてすぐ
に、縄文時代後期後葉（今から 3400 年前頃）の土坑や柱穴が多数発見されました。調査範囲が狭く、
詳細はわかりませんが、これらの下に後期初頭～前葉（今から 4200 年前頃）、さらに中期後葉（今か
ら 4700 年前頃）と時期の異なる遺構が累積していることも確認しています。また、西側に比べてもと
もとの地形も東側は高かったこともわかりました。つまり、縄文人は、もともと低かった西側に厚く盛
土した一方、東側には盛土は行わなかったか、あるいは盛土を行っていたとしても、その後削平されて
しまった可能性が出てきました。いずれにしても、この場所で長期間にわたって生活が営まれていたこ
とが明らかになりました。
　令和元（2019）年度の
新発見資料を紹介しま
しょう。１つは後期初頭
の埋設土器です。中から
骨片が出土しているので

土器棺の可能性もある大きな土器ですが、実はあま
り知られていない文様です。２つ目は後期後葉の土
坑から、下半部だけが逆位で出土したものです。貼
瘤の存在から東北地方の影響を受けた注口土器と考
えられます。３つ目は、動物形土製品または土器に
つく動物形象突起です。イヌまたはトリの可能性を

　 考えているところです。

　←注口土器を掘り出した様子　　　↑東側調査区で確認された土坑や柱穴の様子

（資料・写真提供　中根八幡遺跡学術発掘調査団）

イヌかな？トリかな？ 土器棺の可能性のある
埋設土器

現地調査の後は遺物整理作業
学生さん、がんばる！
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（資料・写真提供　壬生町教育委員会）

　壬生愛宕塚古墳は町の中央部を南流する黒川東岸の
台地上に築かれた全長 82ｍを有する前方後円墳です。
周辺には同墳に続いて築かれた牛塚古墳や、古墳時代
終末期における国内最大級の車塚古墳が築かれました。
　壬生愛宕塚古墳の発掘調査は平成 29（2017）年度、
平成 30（2018）年度に、茨城大学と東京学芸大学の
学生が中心となり行われました。周堤の外側に二重目
の周溝を確認するとともに、発掘調査の結果次のよう
なことがわかりました。

1　墳丘を覆う川原石（葺石）
　調査が行われる前までは、本墳は葺石が無い古墳として
知られていました。しかし調査の結果、墳丘の二段目の斜
面には川原石を積み上げた葺石の施設があることが判明し
ました。江戸時代の絵図には本墳を「岩登」と表現してい
るものもあります。
2　規格の異なる円筒埴輪
　愛宕塚古墳からは、周堤上及び墳丘第一段平坦面、そし
て墳頂部から埴輪列が確認されています。とくに周堤上の
円筒埴輪は高さが約 80 ㎝、直径が 40 ㎝、4 条突帯の大

型の埴輪でした。これに対し、
墳丘上の円筒埴輪は高さが約 60
㎝、直径が 30 ㎝、3 条突帯の小
型の埴輪でした。このように愛
宕塚古墳の円筒埴輪列は並べら
れた場所により規格の異なる円
筒埴輪が立てられていたことが
判明しました。

3　古墳を守る「盾持ち人埴輪」
　周堤上の円筒埴輪列からは、盾の上部に人の顔が表現された
「盾持ち人埴輪」と称される特殊な埴輪が 4 個体確認されまし
た。また過去の調査例から、顔が古墳の外側を向いていること
もわかっています。盾を持ち、怖い顔が表現された「盾持ち人
埴輪」は、古墳に葬られた人物の魂を守っていると考えられて
います。

　この他、墳頂部からは家、大刀、翳などの形象埴輪が、周堤上からは挂甲をまとった武人埴輪や人
物埴輪の破片が出土しました。今回の調査からは石室の位置を確認することはできませんでした。

上：葺石の様子　　　　　　　　
右：大きさの違う円筒埴輪

現在の古墳の様子

盾持ち人を含む円筒埴輪列
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（４）　市町が実施した発掘調査から 大学が実施した発掘調査から　（５）　

中根八幡遺跡（栃木市）
大学が実施した発掘調査から

壬生愛宕塚古墳（壬生町）
市町が実施した発掘調査から

     なか　　　  ね 　　　 はち　　　 まん　 み　　　　 ぶ　　　    あ　　　   たご　　　づか
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な
土
器
の
認
識
で
あ
っ
た
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大
穴
は
や
が
て「
袋
状
土
坑
」と
呼
ば
れ
、北
関
東
の
縄
文

文
化
の
研
究
に
大
き
な
刺
激
と
展
望
を
開
い
た
。か
く
て
、

〈
湯
坂
の
大
穴
〉は“

袋
状
土
坑
事
始
め
“に
位
置
し
た
の
で

あ
る
。
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そ
の
年
末
、龍
瑞
住
職
の
専
称
寺
に
泊
ま
り
込
み
、土
器

を
洗
っ
た
。夕
餉
に
奥
様
の
心
尽
く
し
の
す
き
焼
き
の
旨
か

宇都宮大学歴史研究会学生
中央腕組み：筆者　撮影：当時の学生冨永氏
　湯坂遺跡にて　昭和 32年 10月

っ
た
こ
と
。朝
な
夕
な
厳
し
さ
を

増
し
て
ゆ
く
伊
王
野
の
山
野
の

寒
さ
と
共
に

思
い
出
さ
れ
る
。
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大
穴
出
土
の
土
器
を
見
な
が

ら
考
え
る
。

　
縄
文
土
器
の
編
年
型
式
に
は

南
関
東
の
遺
跡
名
ば
か
り
が
冠

さ
れ
て
い
る
。栃
木
は
研
究
対
象

に
な
ら
ず
に
き
た
の
か
、
南
関
東

と
す
べ
て
同
列　

“

折
衷
的
な
土
器
“は
彼
方
の
大
木
式
と
係
わ
り
が
有
る
の

で
は
な
い
か
、漠
然
た
る
思
い
が
広
が
り
始
め
た
。
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海
老
原
郁
雄　
昭
和
12
年
３
月
生
ま
れ
。当
セ
ン
タ
ー 

の
前
身　

　
　
　
　
　
　
　
（
財
）
栃
木
県
文
化
振
興
事
業
団
調
査
課
長
。元
栃
木

　
　
　
　
　
　
　
県
考
古
学
会
長
、
現
顧
問
。平
成
30
年
度
瑞
宝
双
光

　
　
　
　
　
　
　
章
受
章
。現
在
も
第
一
線
で
活
躍
す
る
考
古
学
者
。

大穴から出土した
縄文土器

大穴（５区）上面の切株を除く
左端：筆者
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袋
状
土
坑　
入
口
が
小
さ
く
、
底
が
広
が
っ
た
形
の
穴
。断
面
形
が
巾
袋

　
　
　
　
　
に
似
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
用
語
。木
の
実
な
ど
の
貯
蔵

　
　
　
　
　
穴
と
推
定
さ
れ
る
。こ
の
形
状
が
考
古
学
的
に
認
識
さ
れ
る

　
　
　
　
　
の
は
、
昭
和
40
年（
一
九
六
五
年
）の
矢
板
市
坊
山
遺
跡
の
発

　
　
　
　
　
掘
調
査
で
あ
る
。

ト
レ
ン
チ　
遺
跡
を
調
べ
る
た
め
に
掘
る
溝

阿
玉
台
式　
縄
文
時
代
中
期
前
半（
今
か
ら
５
１
０
０
年
前
頃
）の
土
器
。

　
　
　
　
　
関
東
地
方
東
部
か
ら
北
部
を
中
心
に
出
土
。

加
曽
利
E
式　
縄
文
時
代
中
期
後
半（
今
か
ら
４
８
０
０
年
前
頃
）の
土
器
。関
東
地
方
を
中
心
に
出
土
。

把
手　
主
に
土
器
の
口
縁
部
に
付
く
立
体
的
な
装
飾
。

結
節　
細
い
笹
（
竹
）
を
押
し
た
り
引
い
た
り
し
て
付
け
た
文

　
　
　
様
。

編
年
型
式　
「
型
式
」と
は
、
時
期
や
地
域
に
よ
っ
て
異
る
、
土

　
　
　
　
　
器
の
特
徴
。「
編
年
」と
は
、「
型
式
」に
よ
る
土
器

　
　
　
　
　
の
年
代
の
時
間
的
尺
度
。

大
木
式　
東
北
地
方
中
部
か
ら
南
部
を
中
心
に
出
土
。
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渡
辺
龍
瑞　
大
正
３
年
３
月
生
ま
れ
。那
須
町
伊
王
野
専
称
寺

　
　
　
　
　
住
職
。県
内
初
の
日
本
考
古
学
協
会
員
。栃
木
県
考

　
　
　
　
　
古
学
会
初
代
副
会
長
。

　
　
　
　
　
本
県
の
考
古
学
黎
明
期
を
支
え
た
考
古
学
者
。

●　
●　
●　
●　
　
　
　
　
　
　
　

辰
己
四
郎　
明
治
34
年
１
月
生
ま
れ
。宇
都
宮
大
学
教
授
。

　
　
　
　
　
栃
木
県
考
古
学
会
初
代
会
長
。本
県
の
考
古
学
の
発
展
を
担
っ
た
考
古
学
者
。

袋状土坑
（益子町御霊前遺跡）

阿玉台式

加曽利 E式

大木式結節を復元する

結節

渡辺龍瑞先生ご一家
専称寺にて

（昭和 32 年末）

い
ろ
い
ろ　
知
り
た
く
な
っ
た
ら　
埋
文
セ
ン
タ
ー
へ　

GO

！

ふ
く
ろ
じ
ょ
う
ど
こ
う

  

あ  

た
ま
だ
い
し
き

   

か　
そ   

り

  

と
っ 

て

 

け
っ
せ
つ

 

へ
ん
ね
ん
け
い
し
き
」

  

だ
い 

ぎ 

わ
た
な
べ
り
ゅ
う
ず
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

い  

お
う  

の  

せ
ん
し
ょ
う
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

れ
い
め
い 

き

 

た
つ 

み   

し  

ろ
う

思
い
出
の
遺
跡

　 じょうがん　　　　　　　　　　　　　       うつのみやともつな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　     うまや

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             ちゅうとんち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　    き  ば   む  しゃ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しじょうぐん　   いし い　　　  くわじま　　   おさかべ

ひら　　　いで　　　じょう　　あと

平出城跡（宇都宮市）
埋蔵文化財センターが実施した発掘調査から

　貞観三年（1209）年に宇都宮朝綱の家臣が築いたと見られる城
館跡です。整理作業の結果、主体となるのは 15～16世紀で、厩（馬
小屋）と推定される建物跡があることがわかりました。今回は、厩
と推定した理由をご紹介しましょう。
　平出城の周辺には、城の名残を伝える屋号（その家の特徴を表す
呼び名）が残っています。現在の屋号・馬場（ばんば）さんの東隣
にこの建物跡と広場がみつかりました。南北に長く（約 22m）、間
仕切りの間隔から「厩と馬場（ばば）だ！」とピンときました。
　厩は２棟並び。堀を挟んで、建て替えが行われたようです。間仕
切りから、２棟あわせて 20 頭前後が飼育できることがわかりまし
た。常設の厩であるのか、臨時的な厩（駐屯地）等であるのかは明
らかにできませんでしたが、騎馬武者 20 人、その下に 10 人の足
軽がいたとして、200人規模の城となることが想定できます。
　鬼怒川右岸に展開する宇都宮氏の支城群（石井城・桑島城・刑部
城）の最北にあり、防衛戦では中規模とされる平出城の実態は、宇
都宮氏の戦術を考える上で重要です。厩の確認から解明される史実は少なくないでしょう。

堀の上（北）に２棟（白線部分）と
広場　堀の下（南）に２棟がみつか
りました 16世紀代の古文書の記載
から南側が新しいようです

堀

（６）　埋蔵文化財センターが実施した発掘調査から・思い出の遺跡 思い出の遺跡・袋状土坑事始め（7）


